
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
桜
木
校
区
は
、
託
麻
台
地
に
連
な
り
、
健
軍
原
の

一
部
と
藩
政
時
代
か

ら
形
成
さ
れ
て
い
た
沼
山
津
等
の
畑
作
地
帯
で
あ
っ
た
。

三
菱
航
空
機
製
作
所
建
設
に
伴
い
、
昭
和
十
八
年
付
属
青
年
学
校
が
創
設
。
現
在
の
東
本
町
地
区

が
開
発
さ
れ
た
以
外
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
は
阿
蘇
の
山
脈
が
ど
こ
か
ら
で
も
眺
望
で
き
る
広
漠
た

る
畑
地
が
東
に
広
が

っ
て
い
た
。

熊
本
市
の
東
部
発
展
に
伴
い
漸
次
住
宅
化
都
市
化
が
進
み
、
昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七

一
）
桜
木

小
学
校
が
秋
津
小
学
校
か
ら
分
離
独
立
し
て
開
校
。

校
区
は
、

「昭
和
町

。
桜
木

一
丁
目

・
二
丁
目

・
花
立

一
丁
目

。
二
丁
目
の
全
域
」
と

「桜
木
三

丁
目

・
花
立
三
丁
目

・
四
丁
目

ｏ
東
本
町
」
の
過
半
を
範
囲
と
し
、
世
帯
数
二
千
九
百
九
十
四
戸

。

人
口
七
千
七
百
七
十
三
人

（平
成
十
四
年
二
月

一
日
現
在
）
で
あ
る
。

台
地
の
畑
地
で
あ

っ
た
た
め
か
、
沼
山
津
遺
跡
や
沼
山
津
の
鎮
守
神
で
あ
る
沼
山
津
神
社
が
校
区

内
に
あ
る
。

〔
　

　

上
′
η

　
革
占
Ｈ
　
■
個
綸
　
耐臓
脚
”
　

〕

靭
個
　

！―‐国
　
薔
洋
　
糧
退
　
臓
卿
　
　

（
マ
ッ
プ
番
号

所
在
地
　
　
熊
本
市
沼
山
津
二
丁
目
～
桜
木
二
丁
目

沼
山
津
神
社
な
ら
び
に
竹
内
神
社

一
帯
で
、
出
土
品
は
縄
文
時
代
の
打
製
石
斧
が
採
集
さ
れ
て
い
る
ｃ

縄
文
時
代
の
遺
物
以
外
で
は
弥
生
末
の
土
師
器
の
細
片
の
み
。（秋
津
小
百
周
年
記
念
誌
　
秋
津
の
歴
史
）

〓
，
■
■
■
１

■
■
，

１

〓
〓
ｉ
ｔ
，
●
■
●
〓
，
１

■
１
１
１
〓
１
■
■
■
■
１

●
■
●
１
〓
１

１
１

，
Ｉ
ｌ
●
〓
〓
〓
■
■
４
，
■
■
■
■
■
■
■
●
■
〓
〓
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宝
永
八
辛
卯

（
一
キ
ｕ
一　
一
）

宝
永
は
七
年
の
四
月
に
改
元
さ
て
い
る

の
で
実
質
に
は
正
徳
元
年

写 真 3 69 沼 山 津 神 社

〔
　
　
ユ一一り
　
　
・．引鮮
側い　
　
〕

い
ぎ
な
ぎ

の
う
こ
と

―
ざ
な
み
の
み

Ｉ
′
一　
　
は
や
た
ま
お

つ
か
，

２
　
靭
旧
　

―
―‐Щ
　
薔
停
　
抽
響
　
＝
牡
　
　
（
マ
ッ
プ
番
号
　
１１
　
）

鎮
座
地
　
熊
本
市
桜
木
二
丁
目

一
六
番

　

（横
白
『　
七
二
七
番
地
）

祭
神
　
伊
美
諾
尊
　
　
伊
奨
冊
尊
　
速
玉
男
之
神

産
交
バ
ス
停
沼
山
津
神
社
前
下
車
三
分
、
県
道
木
曲
線
と
小
池
竜
田
線
の
交
差
点
の
す
ぐ
北
側
に
森
が

あ
る
。

昔
は
鬱
蒼
と
し
た
社
叢
で
あ

っ
た
が
、
付
近
の
樹
木
が
伐
採
さ
れ
、
近
く
に
住
宅
が
建

っ
て
、
以
前
と
は

す

っ
か
り
変
わ
っ
て
来
た
。
そ
れ
で
も
、
社
殿
の
周
囲
に
は
大
木
が
生
い
茂

っ
て
い
る
。

境
内
の
大
楠
は
目
通
り
周
囲
五

。
一
七
メ
ー
ト
ル
あ
る
。

表
の
鳥
居
は
、
昭
和
の
近
代
の
も
の
で
沼
山
津
神
社
の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
石
段
を
上
る
と
中
段

に
権
現
宮
の
石
額
を
掛
け
た
旧
鳥
居
が
あ
る
。
こ
の
鳥
居
の
右
柱
に

「宝
永
八
辛
卯
天

（
一
七

一
一
）
〓
一　
一

月
廿
日
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８２

神
社
は
、
二
間
四
方
の
拝
殿
の
奥
に
玉
垣
を
め
ぐ
ら
し
た
神
殿
が
あ
る
。
拝
殿
に
は
、
絵
馬
が
四
枚
か
　
一

か

っ
て
お
り
、　
一
番
古
い
の
は
文
化
七
年

（
一
八

一
〇
）
の
武
内
宿
爾
と
応
神
天
皇
の
図
、
続
い
て
安
政

五
年

（
一
八
五
八
）
彊
富
亀
之
助
奉
納
の
も
の
、
あ
と
は
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
志
内
寿
繁
奉
納
の
も

の
と
、
明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
の
加
藤
清
正
奮
戦
の
図
で
あ
る
。

境
内
の
手
水
鉢
に
は
、
正
面
彫
り
凹
み
の
中
央
に
丸
に
違
い
鷹
の
羽
の
紋
を
描
き
そ
の
下
に

「奉
寄
進
」

左
右
に
か
け
て

「発
丑
京
保
十
八
年

（
一
七
三
三
）
九
月
吉
祥
日
」
と
刻
し
、
外
右
に

「願
主
沼
山
津
四

兵
衛
　
光
永
兵
九
郎
」
左
外
に

「同
武
助

。
同
幸
助
」
と
彫

っ
て
あ
る
。

な
お
拝
殿
左
側
に

「奉
納
」
と
記
し
た
石
柱
が
あ
り
、
そ
こ
に

「当
熊
野
宮

ハ
浮
島
熊
野
宮
分
霊
大
永

二
年

（
一
五
三
二
）
九
月
六
日
勧
請
　
同
神
殿
再
建
元
文
五
年

（
一
七
四
〇
）
十
月
十
四
日
成
就
」
と
由

緒
を
刻
ん
で
あ
る
。

こ
の
次
の
面
に

「明
治
四
十
三
年

（
一
九

一
ｏ
）
十

一
月
九
日
　
当
神
社
正
遷
宮
並
竣
正
式
」
と
あ
り
、

碑
の
建
設
も
同
年
同
月
で
志
内
孫
太
郎
と
な

っ
て
い
る
。

上
記
の
由
緒
に
よ
り
、
こ
の
神
社
が
井
寺
村

（現
上
益
城
郡
嘉
島
町
井
寺
）
の
浮
島
権
現
の
分
霊
で
あ

三

二

二
五
確

■
で

手
■
■
二

半
三
一橿

三

二
、

一二
一一電

Ｉ

Ｆ
」
は

、
三
人
長

一一一
〓
■

二

」
一
∫

一
　

一
（
）
こ

コ

）

＾
〓
〓
議
一

注
記

・・ _資 .,



碑
の
建
設
も
同
年
同
月
で
志
内
孫
太
郎
と
な

っ
て
い
る
。

上
記
の
由
緒
に
よ
り
、
こ
の
神
社
が
井
寺
村

（現
上
益
城
郡
嘉
島
町
井
寺
）
の
浮
島
権
現
の
分
霊
で
あ

写 真 3・ 70 沼 山 津 神 社 ・ 吉 田 司 家 座

〓
こ
と
は
確
た
て
あ
る
こ
浮
島
権
夏
は
、
国
誌
に
よ
れ
ば
、
長
保
年
間

（九
九
九
～

一
〇
〇
四
）
の
勧
請

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

九
月
九
日
が
こ
の
神
社
の
祭
り
で
あ
る
。
往
時
は
大
変
賑
わ
っ
て
い
た
。

（熊
本
市
東
部
文
化
財
調
査
報
告
書

・
秋
津
小
百
周
年
記
念
誌
　
秋
津
の
歴
史
）

昭
和
三
四
年

（
一
九
五
九
）

一
月
拝
殿
改
築
。
平
成
二
年

（
一
九
九

一
）
九
月
二
七
日
の
台
風

一
九
号

の
被
害
を
受
け
た
が
、
平
成
六
年
八
月
新
築
複
旧
す
る
。

祭
日
の
九
月
九
日
に
は
、
今
で
も
子
ど
も
相
撲
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
な
お
当
日
に
は
、
藁
を
約
四
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
角
に
編
み
、
そ
れ
を
割
竹
で
抑
え
た

「吉
田
司
家
座

（通
称
追
風
座
）
と
言
わ
れ
る
も

の
が
、
二
本
の
神
木
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
秋
津
地
区
の
中
無
田
熊
野
座
神
社

・
西
無
田
雨
宮
神
社

（熊
野
神
社
）
の
浮
島
神
社
系
三
社
に

見
ら
れ
る
珍
し
い
祭
祀
で
あ
る
。

ま
た
、

「大
祓
、
茅
く
ぐ
り
」
も
継
承
さ
れ
、
六
月
中
下
旬
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。（か

た
り
べ
学
習
会
）

3

所
在
地
　
熊
本
市
東
本
町

　

（東
本
町
と
昭
和
町
秋
津
新
町
の
境
界

・
排
水
路
沿
い
）

四
月
に
な
る
と
自
衛
隊
通
り
の
桜
と
と
も
に
、
水
玉
公
園
は
絶
好
の
花
見
の
場
所
に
な
る
。

人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
の
若
葉
排
水
路
沿
い
の
桜
並
本
は
、
い
つ
誰
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

桜
並
木
の
北
側

「東
本
町
」
は
、
か
っ
て
農
業
機
械
専
業
メ
ｌ
ヵ
ｌ
の
井
関
農
機
の
工
場
で
あ

っ
た
。

戦
後
民
需
に
転
換
し
て
い
た
三
菱
重
工
業

（株
）
熊
本
機
器
製
作
所
の
跡
を
引
継
ぎ
、
昭
和
二
十
四
年
十

月
か
ら
丼
関
農
機
が
操
業
開
始
し
た
が
、
当
時
の
工
場
周
辺
は

一
本
の
樹
木
も
な
い
広
漠
た
る
畑
作
地
帯

で
、
県
道
高
森
熊
本
線
か
ら
の
道
路
も
井
関
専
用
進
入
道
路
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

昭
和
二
十
七
年
五
月
井
関
農
機
熊
本
製
作
所

（当
時
）
に
、
将
来
の
中
堅
技
能
者
を
養
成
す
る

「技
能

〔
　
　
　
上
国Ｖ入
　
　
　
　
　
】脂
輸例
一　
　
　
〕

旧
咽
和
側
賄
明
抑
恢
半
盟
＋
小

（
イ
セ
キ
桜
）
　

（
マ
ツ
プ
番
号
　
８２
　
）
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写 真 3

（出
所
　
井
関
農
機
六
十
年
史
）

参
考
自
衛
隊
通
り
の
桜
に
つ
い
て

自
衛
隊
通
り
約

一
・
五
ち
の
両
側
に
ソ
メ
イ
ョ
シ
ノ
約
二

百
五
十
本
が
並
ぶ
。

こ
の
桜
は
、
昭
和
二
十
九
年
陸
上
自
衛
隊
健
軍
駐
屯
地
が

創
立
さ
れ
た
記
念
と
、
四
十
九
年
の
創
隊
二
十
周
年
記
念
に
、

健
軍
商
店
街
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。

市
緑
保
全
課
で
は
、
十
二
年
度
二
十
七
本

・
十
二
年
度
二

十
四
本
を
若
木
に
植
え
替
え
、
十
五
年
度
ま
で
に
約
百
本
を

伐
採
、
若
木
に
植
え
替
え
る
予
定
。

者
養
成
所
」
が
開
設
さ
れ
た
。

当
時
の
井
関
博
所
長
が

『
こ
の
養
成
所
開
設
の
記
念
と
工
場
周
辺
の
緑
地
化
、
地
域
の
景
観
形
成
を
意

図
し
て
桜
を
植
樹
す
る
』
こ
と
を
発
案
提
案
さ
れ
た
。
そ
こ
で
井
関
農
機
熊
本
製
作
所
の
技
能
者
養
成
工

第

一
期
生
二
〇
名
の
手
に
よ
り
、
昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）
秋
に
七
〇
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
植
樹
か
ら
半
世
紀
、
宇
野
耳
鼻
科
医
院
か
ら
昭
和
町
バ
ス
停
ま
で
の
間
の
六
十
数
本
の
桜
、
既
に
老
木

と
な
っ
て
い
る
が
今
尚
地
域
の
人
々
を
和
ま
せ
て
い
る
。

そ
の
井
関
農
機
も
昭
和
五
十
年

（
一
九
七
五
）
九
月
、
益
城
町
安
永

（第
二
空
港
線
沿
い
）
に
益
城
地

区
工
場
を
建
設
操
業
さ
せ
、
昭
和
五
十
五
年

（
一
九
八
〇
）
四
月
健
軍
地
区
の
人
員

・
施
設
を
益
城
地
区

に
移
転
統
合
し
、
現
在
は

（株
）
井
関
熊
本
製
造
所
と
し
て
操
業
し
て
い
る
。

当
時
の
井
関
博
所
長
や
植
樹
に
携
わ
っ
た
人
々
も
既
に
会
社
を
去
り
、
往
時
を
知
る
人
も
少
な
く
な
っ

た
が
、
桜
並
木
だ
け
は
、
こ
の
東
本
町
界
隈
の
半
世
紀
の
移
り
変
わ
り
を
静
か
に
見
守
っ
て
い
る
。

（語
り
べ
学
習
会
）

4

吉
本
十
什
酵
明
Ｌ
は

一
二
革
実
上
目
岸
十
淋
子

状
供
職
堺

・

＋
芹
田
因
慮
辰
批
械
十
上
担
物
時
騨

　

（
マ
ッ
プ
番
号
　
８１
　
）

所
在
地
　
熊
本
市
東
本
町

現
在
の
東
本
町
地
区
に
は
、
三
菱
航
空
機
製
作
所
建
設
に
伴
い
、
昭
和
十
八
年

（
一
九
四
三
）
付
属
青

年
学
校
が
建
設
さ
れ
、
畑
地
か
ら

一
大
変
貌
。
そ
の
後
幾
多
の
変
遷
を
経
て
現
在
の
町
が
形
成
さ
れ
た
。

太
平
洋
戦
争
中
の
こ
と
で
あ
る
。

健
軍
町
と
こ
れ
に
隣
接
す
る
旧
上
益
城
郡
秋
津
村

・
飽
託
郡
広
畑
村

（現
在
の
長
嶺
南

・
西

・
東
）
に
ま

た
が
る
広
大
な
畑
地
に
、
昭
和
十
七
年

（
一
九
四
二
）
六
月
旧
陸
軍
の
軍
需
工
場

「三
菱
重
工
業
株
式
会

社
熊
本
製
作
所
」
が
設
立
さ
れ
た
。

（敷
地

一
四
〇
万
坪
．
四
六
二
万
ぽ

。
従
業
員
四
万
名
）

工
場
の
ほ
か
飛
行
場
も
併
設
、
社
宅

・
寮
や
付
属
病
院
、
青
年
学
校
な
ど
も
あ
り
，
資
材
運
搬
や
通
勤

の
た
め
国
鉄
水
前
寺
か
ら
引
込
み
線
を
敷
設
、
休
止
中
の
百
貫
電
車
の
軌
道
を
取
外
し
、
通
勤
者
の
た
め

市
電
を
健
軍
ま
で
延
長
す
る
な
ど
大
規
模
な
工
場
で
あ

っ
た
。

勤
労
学
徒
や
女
子
挺
身
隊
も
働
き
に
い
っ
て
お
り
、
生
産
さ
れ
た
の
は

「飛
龍
」
と
呼
ば
れ
た
重
爆
撃

7.  1

昭 和 20年 代 の 東 本 町 付 近

手 前 が 昭 和 町

察

一́
　

一一
■
て

二

千
ｔ

-84-



「
お
僣
‘
謬
マ
憮

「
三
自
底
三
「
１
冽

‘
「
三
生
歴
三

十
四
本
を
若
木
に
植
え
替
え
、
十
五
年
度
ま
で
に
約
百
本
を

伐
採
、
若
木
に
植
え
替
え
る
予
定
。
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市
電
を
健
軍
ま
で
延
長
す
る
な
ど
大
規
模
な
工
場
で
あ

っ
た
。

勤
労
学
徒
や
女
子
挺
身
隊
も
働
き
に
い
っ
て
お
り
、
生
産
さ
れ
た
の
は

「飛
龍
」
と
呼
ば
れ
た
重
爆
撃

昭
和
十
八
年

（
一
九
四
三
）
四
月

一
日
、
飛
行
機
製
造
工
場
の
中
堅
技
能
者
養
成
の
た
め

「三
菱
重
工

業

（株
）
私
立
三
菱
熊
本
青
年
学
校
」
が
開
校
し
た
。

教
室
棟
ゾ
ー
ン

（現
在
の
税
務
大
熊
本
研
修
所
の

一
帯
）
と
実
習
工
場
ゾ
ー
ン

（現
在
の
県
営
東
本
町
団

地
の
部
分
）
そ
れ
に
運
動
場

（現
在
の
自
衛
隊
病
院
と
市
営
東
本
町
団
地
の
部
分
）
の
配
置
と
な

っ
て
い

た
。資

格
は
高
等
小
学
校
二
年
終
了
者
で
、
教
育
年
限
三
年
。
職
員
三
〇
余
名
。
生
徒
数
は
第

一
期
生

一
五

Ｏ
ｏ
名
、
全
員
入
寮
。　
一
小
隊
六
〇
名
の
二
五
小
隊
編
制
で
学
科
と
実
習
に
軍
隊
式
で
厳
し
い
教
育
訓
練

が
行
わ
れ
た
。

昭
和
二
十
年
四
月
第
三
期
生
ま
で
入
所
。
こ
の
第
二
期
生
に
は
秋
津
高
等
小
学
校
卒
業
等
の
女
子
養
成
工

（裁
縫
）
も
入
所
し
た
。

こ
の
青
年
学
校
で
厳
し
い
教
育
訓
練
を
受
け
た
特
に
第

一
。
二
期
生
の
な
か
か
ら
、
戦
後
熊
本
の
機
械

加
工

・
飯
金
加
工
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
発
展
に
貢
献
し
た
人
々
が
、
多
数
輩
出
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

な
お
第
二
秋
津
寮
の

一
棟
で
診
療
し
て
い
た
三
菱
病
院
が
、
昭
和
十
九
年
十
月
青
年
学
校
内
に
移
転
し
、
５

昭
和
二
十
年
六
月
空
襲
を
避
け
て
、
現
湖
東
二
丁
目
の
職
員
住
宅
二
十
九
棟
に
分
散
移
転
す
る
ま
で
病
床
　
一

一
六
八

・
従
業
員
二
六
三
名
で
診
療
に
あ
た
っ
て
い
た
。

（現
在
の
市
民
病
院
の
前
身
）

終
戦
。
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
十

一
月
二
十
日
私
立
三
菱
熊
本
青
年
学
校
は
廃
校
．

第
九
製
作
所
と
称
し
て
い
た
三
菱
の
工
場
は
、
被
災
を
逃
れ
た
青
年
学
校
の
実
習
工
場
を
活
用
し
て
平
和

産
業
に
転
換
。

昭
和
二
十
二
年

（
一
九
四
七
）
十
二
月

一
日
か
ら
三
菱
重
工
業
熊
本
機
器
製
作
所
と
称
し
て
農
器
具
を
生

産
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
四
年

（
一
九
四
九
）
九
月
二
十
日
付
で
農
業
機
械
専
門
メ
ー
カ
ー
の
井
関
農

機
株
式
会
社

（本
社
松
山
市
）
へ
譲
渡
し
た
。
人
員
約
二
ｏ
Ｏ
名
も
引
継
ぎ
、
昭
和
二
十
四
年
十
月

一
日

井
関
農
機

（株
）
熊
本
製
作
所
と
し
て
操
業
開
始
。

昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
六
月
二
十
五
日
朝
鮮
動
乱
勃
発
。
動
乱
は
警
察
予
備
隊
の
設
置
を
促
し

支
隊
の
熊
本
駐
在
が
決
定
。

前
日
に
大
慌
て
で
内
部
の
移
動
を
終
え
た
井
関
農
機

（株
）
熊
本
製
作
所
の

一
部

（西
側
の
事
務
所
部
分

を
、
昭
和
二
十
五
年
十

一
月
十
五
日
付
で
国
が
買
収
。

同
日
、
警
察
予
備
隊
熊
本
支
隊

（
一
五
〇
〇
人
）
の
先
遣
隊
が
、
引
込
み
線
か
ら
丼
関
の
事
務
所
跡
の
宿

舎
に
入
り
、
東
本
町
西
側
部
分
は
警
察
予
備
隊
の
駐
屯
地
と
な
る
。



警
察
予
備
隊
は
そ
の
後
保
安
隊

ｏ
自
衛
隊
と
な
り
、
現
在
の
健
軍
駐
屯
地

。
清
水
町
の
熊
本
駐
屯
地

へ

移
転
。
そ
の
跡
地
は
、

「税
務
大
学
校
熊
本
研
修
所

。
公
務
員
宿
舎

。
自
衛
隊
熊
本
地
区
病
院

・
市
営
東

本
町
団
地
」
等
に
な

っ
て
い
る
。

西
側
を
国
に
譲
渡
し
た
井
関
農
機
は
、
自
動
脱
穀
機
の
量
産
専
門
工
場
と
し
て
東
側
部
分
で
操
業
し
て

い
た
が
、
稲
作
機
械
化

一
貫
体
系
の
確
立
に
よ
る
農
業
機
械
の
大
型
化
と
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
昭

和
五
十
年

（
一
九
七
五
）
九
月
、
益
城
町
安
永

（第
二
空
港
線
沿
い
）
に
益
域
地
区
新
工
場
を
建
設
操
業

さ
せ
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
八
〇
）
四
月
健
軍
地
区
の
人
員

，
施
設
を
益
城
地
区
に
全
面
移
転

統
合
さ
せ
た
。
現
在
は

（株
）
井
関
熊
本
製
造
所
と
し
て
操
業
し
て
い
る
。

井
関
農
機
の
工
場
跡
地
に
は
、
そ
の
後

「県
営
東
本
町
団
地

・
ラ
イ
オ
ン
ズ

マ
ン
シ
ヨ
ン
」
等
が
建
設

さ
れ
て
い
る
。

「健
軍
町
五
九
ｏ
Ｏ
番
地
」
に
合
筆
さ
れ
て
い
た
三
菱
工
場
関
係
跡
地
が
、
昭
和
三
十

一
年

（
一
九
五
六

に

「東
町
と
東
本
町
」
の
新
町
名
と
な
る
。

昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
）
十
月
に
は
、
第
十
五
回
国
体
に
御
出
席
の
昭
和
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
東

本
町
の
井
関
農
機
熊
本
工
場
を
見
学
さ
れ
て
い
る
。

か
っ
て
、

「三
菱
青
年
学
校
の
養
成
工

・
三
菱
機
器
製
作
所
と
井
関
農
機
の
従
業
員

・
警
察
予
備
隊
員
」
一

と
多
く
の
人
々
の
汗
と
青
春
の
思
い
出
が
残
る
東
本
町
に
は
世
帯
数

一
千

一
百
五
十
五
戸

・
人
口
三
千
十
　
８６

二
人

（平
成
十
四
年
二
月

一
日
現
在
）
の
人
々
が
住
む
町
と
な

っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（語
リ
ベ
学
習
会
）


